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【事業所・施設概要】

2016年11月 (株)トライドマネジメント設立
2017年2月  単独型居宅介護支援事業所

 トライドケアマネジメント開所



【事業所・施設概要】

利用者数：333名
取引事業者数：250社
（令和6年1月現在）

職員：
ケアマネ8名
事務スタッフ2名

取得加算：
特定事業所加算Ⅰ
医療介護連携加算



【基本となるICTを活用】

≪基本的なICT活用≫

• surface（iPadから変更）、スマートフォン
• ビジネスチャット（ラインワークス）、 VPN接続（テレワーク）

※弊社では必須アイテム

• クラウド型介護ソフト（トリケアトプス）



【更に効率化を求めた取り組み】

≪ケアプランデータ連携システム≫

今後間違いなく
大幅な業務改善につながる
と感じた。

業界が変わる瞬間だと感じ
た。



【最もローカルな作業を変えられるかもしれない】

『とにかく紙が多い！』
• 毎月FAXで送る提供票の紙の
量は利用者数が増えれば増え
る程膨大に。
※毎月、2000枚以上

• ケアプランは印刷し郵送。

※介護保険制度開始から当たり前のように行われてきたローカル作業。

≪明らかな課題≫



【最もローカルな作業を変えられるかもしれない】

• 紙の購入 → 印刷 → 事
務スタッフが労力をかけFAX
か郵送 → FAXについては、
翌月シュレッダー。

※毎月が負のサイクル
  ※ごみの価格800円

⇒ このご時勢、もう少し効率化できないものなのか？

≪明らかな課題≫



【最もローカルな作業を変えられるかもしれない】

• 提供票は事務スタッフがほぼ一日がかりでFAXする。しかも
誤送信への配慮が必要。とにかく時間をとられる。

• ケアマネの実績入力は半日～一日。新人であればあるほど
それ以上の時間がかかる。

⇒ とにかくこのローカル作業を何とかしたかった。

≪明らかな課題≫



【導入に向けた取組】

web上にUPされているケアプラ
ンデータ連携システムの内容を
基に、
何ができて、どれだけ自分たち
の時間や経費、労力が削減さ
れるかを説明。

≪毎週のミーティングで周知≫



【導入に向けた取組】

• スタッフに説明する際は、自分たちにとってメリットがあるという事を根
拠（提供票送付、ケアプラン送付、実績入力がデータで送受信できる、
FAX・郵送から解放？）を明確にし説明。

• 今までクラウド型介護ソフト・スマホ・タブレット・ビジネスチャット等を
使って手間が省けた成功体験があり、見通しや根拠が明確があればス
タッフの理解も早い。

⇒ やはり、やらない理由はない。
※ 導入の有無は、2024年度からは逓減制にもかかわる。

≪毎週のミーティングで周知≫



【導入後の取組】

https://www.careplan-renkei-support.jp/
Googleで検索する時は、「ケアプランデータ連携システム ヘルプデスク」

• 分からないこと等をサポートに電話、不明点を解消。

≪導入後はまず管理者が実践≫

https://www.careplan-renkei-support.jp/


【運用方法を決める】

• インストールできるPCは
1台だけ。

• 全スタッフに使い方の勉強会を行う。ケアマネが運用しても時間はかか
らないが、事務スタッフがいれば事務に任せるのが無難。

≪効率的な運用方法の検討≫



【具体的な操作】

｟できることはシンプル｠



【具体的な操作】

｟実績の受信｠



【具体的な操作】

｟プランや提供表の送信｠



【具体的な操作】

｟一社に送るなら新規作成｠



【具体的な操作】

｟複数社に送るなら一括送信｠



【具体的な操作】

≪ソフトからケアプラン又は提供表のCSV作成≫



【具体的な操作】

≪ダウンロードしたデータをドラッグ＆ドロップ≫



【具体的な操作】

⇒ ケアプランデータ連携システムの使い方はとても簡単。

⇒ 提供票送付はデータ連携を行い、送れない事業所にFAX。
⇒ ケアプラン送付もデータ連携を行い、送れない事業所に郵送。



【失敗と気づき】

• 近隣の居宅介護支援、サービス事業所は、ケアプランデータ連携シス
テムという言葉すら知らず、まるで認知されていなかった。

• 言葉は知っているが、よくわかっていないようで「様子を見る」との意見
も多かった。

• サービス事業所はケアマネジャーから複数の連携方法（FAX・郵送以外
に、メール、各ベンダー独自の連携方法）を要望され、ケアプランデータ
連携システムの価値に気づく前に、面倒が勝ってしまう。 ⇒ 「もうむ
りです、、、」

⇒ 4/20～導入したのに、、、著しい温度差( ﾟДﾟ)

≪導入当初の失敗≫



【失敗と気づき】

• 価値を理解しすぐに導入してくれるサービス事業所もあったが、使用し
ている介護ソフトが、ケアプランデータ連携システムに対応しておらず、
データの受信はできても、利用しているソフトにデータを取り込めなかっ
た。

※2024年度からは逓減制の問題もあり、対応するソフトが増える
と推測？

≪最大の困りごと≫



【失敗と気づき】

• 各事業所と話して見えてきたことは、既に紙媒体での仕事が当たり前に
なっており、想像以上に介護業界は、慢性的なローカル思考であること
を痛感、、、

⇒ 年配の経営者は特にICTには関心が低いイメージ？
⇒ 小規模な事業所ほど関心が低く、年間21,000円が高いとの意見も、、、
⇒ ベンダーの問題は現場ではどうにもならない。
⇒ 事務スタッフは提供票と実績が著しい負担になっている。
⇒ 取り入れた事業所は4月2社、5月10社、6月13社、12月16社、1月18社、
2月19社と徐々に増えている。まだまだだが、これから導入見込みのサービ
ス事業所は多い。

≪介護業界は驚くほどのローカル思考≫



【失敗と気づき】

【ケアプランデータ連携システムを取り入れているサービス事業所に質問】
• 長谷川…なかなか普及しない理由は何だと思いますか？

【サービス事業所側の意見】
• リハプライド保土ヶ谷 相原氏…メリットがあっても、ケアマネジャーが年
配で覚えることができないのだと思う。

• フロンティア横浜営業所 隅田氏…規模の大きいサービス事業所は社内
の段取りを組むのに時間がかかってしまうのではないか？必要性があ
るのは理解していても、社内の業務フローはトップダウンがほとんどであ
り、ボトムアップが難しい。

≪データ連携している事業者にインタビュー≫



【何ができるか？】

• まずは各サービス依頼先TOP3の事業所に電話し、周知と導入の検討
を依頼。

• 来社する事業所やサービス調整する際の電話で、地道に周知と導入の
検討を依頼。とにかく周知と自分たちのスタンスを伝える。

• 自社のブログで進捗をUPし、考え方や価値を発信。
• ヘルプデスクのケアプーカードを印刷しプランと一緒に送る。

≪導入当初から今に至るまでの取り組み≫



【何ができるか？】



【何ができるか？】

≪導入当初から今に至るまでの取り組み≫

⇒ 若い経営者ほど動きが早く、メリットと感じるとすぐに導入する傾向。

⇒ 10月頃より、ケアプランデータ連携
システムが徐々に話題になり始める。
⇒ 12月頃より、教えてほしいというケ
アマネジャーやサービス事業所が増
え、関心が高まってきている。
⇒ 気づいたら導入していた。



【具体的な成果】

• 250社に333名分の提供票をケアプランデータ連携システムで送信した
ところ、かかった時間は30分程度。1日がかりから30分に！時間の節
約！事業所番号ごとの送信の為、誤送信がない。



【具体的な成果】
• やることはドラッグ＆ドロップとワンクリック。
• 昨年5月に60名の実績の取り込みができ感動！時間は数分。本当にす
ごい！現在は、141名まで増加。時間は5～10分。

• 紙からデータに代わることで、無駄な資源（紙や通信費等）の削減はサ
スティナブルへの大きな一歩。

• 毎月10,000円～20,000円の郵送代が削減できると予測できる。
• 翌月シュレッダーする手間が削減できると予測できる。



【まとめ】

≪価値の気づき≫
• ケアプランデータ連携システムは紙から共通の
データにすることで、バラバラだった提供票や実績
の連携手段を統一し、介護業界で働く多くの人の負
担を大幅に減らすことができるツール。

• 厚労省がかじ取りをしたことが大きな価値
• ケアマネジャーやサ責、相談員、看護師等の現場の負担を減らすことが
できるが、提供票や実績を担当する事務スタッフの負担軽減も可能（事務
スタッフの空いた時間は別の業務に）。

• 事務スタッフがいない事業所は、パート事務スタッフを年間21,000円で雇
用しているのと同じ？



【まとめ】

• ケアプランデータ連携システムがどんなに便利で
も、皆が取り入れなければ価値は発揮されず費用
対効果の低いものになってしまう。

• 周囲と歩調を同じくしても事業内容や会社の規模
等で危機感は異なる。「様子を見るのではなく自社
がどう考えるのか？」が大事。

≪価値の損失は業界の損失≫

• 経営者が無駄を省く努力と、時代に合わせて変われる柔軟な思考が必要。
• ケアプランデータ連携システム等、最低限のICTの価値に気づけなけれ
ば、もはや時代についてはいけない。

• 時代についていけない企業の社員は、残念ながら効率の良い仕事がで
きず無駄な時間、労力、コストを使うことになる。



【まとめ】

• ケアプランデータ連携システムを早く取り入れたことで、どの程度、無
駄が省けるのかが誰よりもよくわかるようになった。付随し今後の見通
しを立てることができた。あとは増えるのを待つだけ。

≪良かったこと≫

• 無駄を省くという視点から、事務スタッフの業務
改善につながった （雑務からケアマネ目線へ）。

• 早く導入し経験値を積んだことで、運用方法が
確立した。

• 徐々に無駄が省かれていくことでスタッフも喜んでくれている。スタッフ自
身が仕事の質の高さを認識できた。

• スタッフの思いに答えたり、負担を減らせることは会社としても嬉しいこと。



• インストール後の運用は感覚でできるほど簡単だが、導入時が一番や
やこしい。その為、操作マニュアルはよく読んで進めた方がよい。

• サービス事業者から送られてくる計画書や報告書は、PDFで送受信でき
る。しかし、PDFはソフトに保存できない為、そこまで含めてCSVファイル
でのデータ送受信ができると本当に便利。

⇒ もしかするとキャビネットがいらなくなるかも？
⇒ 全てデータで管理できれば運営指導や

 情報公表等も時間短縮できるのでは？

https://www.careplan-renkei-support.jp/

【まとめ】

≪ケアプランデータ連携システムの課題≫

https://www.careplan-renkei-support.jp/


【まとめ】

【ケアマネ】
• 余裕を持った逓減性44件達成。更に件数が増えれば、給与や賞与によ
り還元できる。

• 空いた時間は、利用者との相談業務や調整業務に時間を充てる。
• 今よりも有給を取得してもらう（プライベートの充実）。
• 社内でのスーパービジョンの充実。
【事務スタッフ】
• ケアマネがやる必要のない業務を事務スタッフに移行することで、よりケ
アマネの業務時間を削減する。

• 書類の仕分けのようなローカル業務だけではなく、チームの一員として
売り上げや運営にかかわれる立場で働かせたい。

≪今後取り組みたいこと≫



【これから実践しようとしている方へ】
• 介護ソフトが対応しているか確認してみましょう。

• 始まったばかりなので、居宅介護支援、サービス事業所共に
データの送受信がうまくいかない時もある。うまくいかない時は
何かしらの問題があるので、ヘルプデスクやベンダーに連絡。
ソフト側の場合は、updateを依頼。

⇒ 負担が減ればスタッフが喜ぶ、売り上げも上がるかも？
(*´▽｀*)



ご清聴ありがとうございました

【協力】

トリケアトプス 近藤氏
LAメディカルステーション 日向氏
リハプライド保土ヶ谷 相原氏
フロンティア横浜営業所 隅田氏
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